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被災地における発災 10 年後の⼈⼯被覆⾯ Cs-137 深度分布調査 

 
◯⼤槻 謙太郎*, ⼩林 光*, 須藤 慎仁*   

 ＊東北⼤学⼤学院 
【はじめに】 

福島第⼀原発事故発⽣から 10 年が経過し、被災地における空間線量率は、主に地⾯に沈着した半減期が⻑
い Cs-137（以降 Cs）の壊変過程で放射されるγ線に起因する。線源となる地⾯は⼟壌⾯と⼈⼯被覆⾯に⼤
きく区分され、被覆間で Cs の時間経過による地中への浸透の傾向は異なると考えられる。Cs の浸透の傾向
を表す Cs 深度分布については、⼟壌⾯では多くの調査によって明らかになっている⼀⽅、⼈⼯被覆⾯では
吉村らの調査 1)以外にデータが殆ど存在せず、⼗分に明らかになっていない。そこで本調査では、透⽔性・
不透⽔性アスファルト及びコンクリートの３種の⼈⼯被覆⾯を対象とした発災 10 年後の Cs 深度分布の調査
を実施した。 
【調査⽅法】 

本調査は 2021.8~9 ⽉及び 12 ⽉に実施し、対象地点を福島県⼤熊町内の 5 施設、計９箇所とした。採取し
た試料の概要を表 1 に⽰す。調査⽅法は以下の通り。対象地点にてコアドリルを⽤いた試料採取を⾏う。次
いで採取した試料を旋盤で地表⾯から 0.5mm ずつ切削し、切削粉を深度毎の検体として回収する。深度毎の
検体から放射されるγ線を Ge 半導体検出器によって測定して、Cs 汚染量（Bq)を決定する。尚、分析では
Cs 汚染量を切削重量で基準化した Cs 汚染濃度（Bq/g）を⽤いた。本報では、3 種類の⼈⼯被覆試料の内、
20 個について、計 150 検体の測定結果を整理している。 
【結果及び考察】 
 図 1 は、2021.8~9 ⽉の採取試料を対象として被覆別に分類した Cs 深度分布である。重量緩衝深度では不
透⽔性アスファルトが 0.114g/cm2、コンクリートでは 0.113 g/cm2と Cs が地表⾯付近に沈着しているのに
対して、透⽔性アスファルトは 1.095 g/cm2であり、他の⼈⼯被覆⾯と⽐較して深く浸透していることが明
らかになった。図 2 で同採取地点の採取時期が異なる 2016年の吉村らの調査 1)と今回の調査を⽐較した不透
⽔性アスファルトの Cs 深度分布を⽰す。緩衝深度では既往調査が 0.08cm、本調査が 0.09cm であり、Cs 深
度分布は殆ど変化していないことが確認された。これより、不透⽔性アスファルトにおける Cs 深度分布は
発災後、早期に形成され、⼤きく変化しないことが推定される。 

 
表 1. 試料採取概要 

 
 

 
図 1. ⼈⼯被覆⾯の種類 
による Cs 深度分布⽐較 

 
図 2. Cs 深度分布の経時変化 
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採取地名 採取時期 ⼈⼯被覆種別 個数

site1 施設CD 駐⾞場 不透⽔性アスファルト 2

site2 駐⾞場 不透⽔性アスファルト 2

site3 駐⾞場 コンクリート 2

site4 建物スロープ コンクリート 2

site5 建物⽝⾛ コンクリート 2

site6 体育館前 不透⽔性アスファルト 2

site7 駐⾞場 不透⽔性アスファルト 2

site8 施設HC 駐⾞場 透⽔性アスファルト 4

site9 R3.12 施設FC 駐⾞場 不透⽔性アスファルト 4
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